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ドイツ人留学生の三重大学への留学動機十

松岡知津子女 ・服部明子均

三重大学脳波人材教1寄開発樹齢 ・三脚立学教育学部的

本研究では，本学にとって，もっとも活発に交流が行われてきた国の 1つであるドイツに焦点を絞

り，平成28年 10月に本学に交換留学生および大学推薦の日本語日本文化研修生と して来日したドイ

ツ人留学生 3名に半構造化インタビューを実施した．インタビューで、は，彼らがどのようにして本学

を選んだのか，本学においてどのような活動を行っているのか，本学にどのようなことを期待してい

るのかを調査した．その結果，留学生たちは本学留学にあたって，具体的な目標を設定していたこと，

本学における日本語教育の課題，協定大学との教育砂f究システム面における問題などが明らかになっ

た．また，本学学生がドイツへ留学する際に求められる出発前教育および留学生の来日前教育の重要

性や，協定大学聞における教師交流の有想推についても指摘した．

キーワード： ドイツ人留学生，留学翻鍛え留学前教育，教師交流

1. はじめに

本学は，平成8年から交換留学生の派遣を，平成

11年から交換留学生の受け入れを行ってきている．

中でも， ドイツはもっとも盛んに交流が行われてい

る国の一つであり，今後も活発な交流が期待されて

いる．

本稿では，平成28年 10月現在で本学に在籍して

いるドイツ人交換留学生3名にインタビ、ューを行い，

ドイツ人留学生の本学への留学動機と本学における

活動，今後本学に期待することなどを明らかにした．

次節では，まず本学における国際交流の実績から，

特にドイツの大学および研究機関との交流がどのよ

うに行われてきたかを概観する.3飾では，研究の

方法と調査対象について述べる.4節では，3名の学

生に対するインタビ‘ューの結果から， ドイツ人留学

生の本学への留学動機や本学における授業以外での

活動，本学に求めるものをまとめる.5節では，こ

れまでの結果から，今後の可能性と課題について検

討し，本学が交換留学生の受け入れおよび派遣のた

めに，今後どのようなことを行っていくべきか，提

言を行う．

2. 本学の交流協定校と交換留学

2. 1. 本学の交流協定のあゆみ

本学がはじめて交換留学生を受け入れたのは平成

11年であった．当時の交換留学生は4名であり，う

ち3名がタイから， l名が中国からで、あった．その

後，平成13年にはじめてオ←ストラ リアからの留学

生を受け入れ，平成 14年にははじめてドイツからの

留学生を迎えた．その後も，徐々に交流協定校を増

やしていき，平成28年には，134名もの留学生を受

け入れている．現在，本学は 38ヶ国 114の大学お

よび機関と交流協定を結んでおり，これまでの受け

入れ交換留学生数は合計860名に及ぶ．

過去 10年の本学における留学生の総数と交換留

学生の受入数の推移を表すと，以下のようである．
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図 1 本学における留学生総数および交換留学生数

平成 19年の時点では，本学の留学生全体の 230

名に対して，交換留学生はわずか 17名と，全体の留

学生の 10%にも満たなかった交換留学生の割合が，
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平成 28年の時点においては， 293名中 134名と，

本学全体の留学生の半数近くを占めていることにな

る．

本学からの留学生の派遣に関しては，受け入れよ

りも 3年早い平成8年に開始された．派遣の初年度

は，年間 4名であり，その後も横ばいの状態が続い

た．平成26年に初めて 20名を越えたものの，その

後も 10名程度にとどまっている．つまり受け入れ留

学生数の大幅な伸びに比べて，派遣は大きな伸びが

見られず，平成28年 10月現在においては，本学か

ら海外の協定大学に留学している学生は累計 142名

にとどまっている．これは，受け入れの860名に比

べると，非常に少ないと言えるだろう．

本学におけるこれまでの交換留学生の受け入れお

よび派遣について，過去 10年の推移を表すと以下の

ようになる 1>. 
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図2 本学交換留学生の受け入れと派遣数

図 2からも分かるように，東北地方太平洋沖地袋

が起きた平成22年を除いては，交換留学生の受入数

はおおよそ増加の傾向にある．しかし，本学から海

外の交流協定大学への交換留学の派遣に関しては，

大きな伸びは見られないことが分かる．

これまでの受け入れに関してみてみると，中国の

交流協定校からの累計378名を筆頭に， ドイツ103

名，韓国 98名，タイ 76名，フランス 37名となっ

ている．これまでの派遣の累言十に関しては， ドイツ

への29名がもっとも多く，続いて中国 17名，韓国

15名sスウヱーデン10名，台湾10名となっている．

上記のことから，受け入れに関しても派遣に関し

ても，本学にとってはドイツの交流協定校が密接な

関係にあることが分かる．特に，近年は f内向き志

向j で外に出たがらない大学生が増えていると言わ

れる中で，他国に大差をつけてドイツに 29名もの学

生が留学したことは特筆すべきことではないだろう

か．
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以下では， 2.2.において，本学と ドイツの交流協定

校およびこれまで、の交流実績についてより詳しく見

ていきたい．

2. 2. ドイツの交流協定校との交流実績

本学がドイツの大学と協定を結んだのは，平成 13

年のエアランゲン ・ニュルンベルク大学が最初であ

る．その後，平成20年にハイデノレベノレク大学，平成

23年にボーフム大学，平成 24年にフラウンホーフ

ァー研究機構およびライプチッヒ大学と交流協定を

結んでいる．また，学部間交流においては，平成 16

年から本学医学部とロス トック大学医学部が，平成

26年には医学部とフライブノレク応用科学科トリッ

ク大学が，平成27年には工学部とロイトリンゲン人－

学工学部との交流協定が結ばれている．つまり，平

成 28年 11月 1日現在において， 5つの大学と大学

問交流協定を， 3つの大学および研究機関と部局間

協定を結んで、いることになる．これは，中国の交流

協定校（大学問協定 15校，部局間協定 8校の合計

23校）に次いで， 二番目に多いことになる．

ドイツの交流協定校からのこれまでの受け入れの

内訳を見てみると，ハイデノレベルク大学から合計39

名，ポーフム大学から 27名，ライプチッヒ大学から

20名，エアランゲン ・ニュルンベノレク大学から 16

名，ロイトリンゲン大学から 1名となっている．

そして，これまでの本学からドイツの協定校への

派遣先の内訳は，ハイデルベノレク大学が合計 15名で

もっとも多く，続いてエアランゲン ・ニュノレンベノレ

ク大学が 9名，ライプツィヒ大学が 3名，ボーフム

大学が 2名となっている．つまり，受け入れにおい

ても派遣においても，ハイデノレベルク大学がもっと

も多いことになる．

このように，本学と密接な関係にあるドイツの交

流協定校であるが，それではいったい，本学で学ぶ

交換留学生たちは，どのようなことを考えて本学へ

の留学を決意し，本学ではどのような活動を行って

いるのだろうか．また，本学に期待することは何だ

ろうか．

3. 研究の方法と調査対象

上記の問題に対する答えを明らかにするべく，

2016年 10月に来日した3名のドイツ人留学生を対

象にインタビュー調査を行った．この 3名に絞って

インタビューを行なった理由は，以下のとおりで

ある．まず，この 3名は，過去に一定期間日本に

滞在した経験を持つ．そのため，留学の動機につ
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いて，ほかの学生よりも明確な目的を持っている

ことが予想されたためである．次に， 日本語によ

る意思疎通が可能であるからである．

調査の前に，あらかじめ「留学の動機J「ドイツの

所属大学と本学国際交流センターの日本語授業の違

し、j 「本学における活動J「来日前に自国で、行った準

備Jr本学に期待すること」といった，いくつかの質

問を準備しておき，インタビューの段階で協力者の

回答によってさらに詳しくたずねていくという半構

造化インタビューの手法を用いた．

インタビューは，留学生が本学の生活や日本語ク

ラスおよび学部や研究科における授業の登録，変更

などがある程度落ち着いたと考えられる平成 28年

10月下旬に，調査者と対象者が1対 1で実施した．

場所は，本学総合研究棟Eの個室である．インタビ

ューには IC レコーダーを用いた．インタビューに

要した時間は，それぞれおよそ 50分で、あった．使

用した言語は基本的には日本語でちあったが，調査協

力者が日本語を忘れたり，うまく表現できないと思

ったりした場合には，ドイツ語も用いるよう促した．

3名の学生には，事前にインタビ‘ューの主旨を伝

えた．また，本稿のデータおよび記述内容を確認

し，了承を得た．

インタビューに協力してくれた3名の学牛の母閏

での所属と本学における所属および交換留学の種類，

本学で平成28年 10月 4日，5日，6日に実施した

J-CAT (Japanese Computerized Adaptive Test) 

と呼ばれる日本語テストの点数に基づいて振り分け

られた日本語レベノレをまとめたものを，以下の表 1

に示す2>_

表1 調査協力者の所属と日本語レベル

出身大学 木学での所属 日木語

および交換留学の種類 レ＿，....：：，ノレ

A ライプチッ 人文社会学研究科 上級

ヒ大学 特別研究生

B ノ、イデ‘／レベ 国際交流センター 中級2

ノレク大学 日本語・日本文化研修生

c ハイデノレベ 人文学部 中級2

ノレク大学 特別聴講生

平成28年 10月現在，本学にはドイツの協定校か

らの留学生が 11名在籍している．現在在籍してい

るドイツ人留学生の留学期間および所属，本学にお

ける身分，そして母国における大学名を示すと，以

下のようになる．

表2 H28年10月現在本学在学中のドイツ人留学生

留学 所属 身分3) ドイツの大学

期間

1 1年 人文学部 特聴、生 ボーフム

2 1年 人文学部 特階、生 ボーフム

3 1年 人文学部 特聴、生 ボーフム

4 1年 人文学部 特階、生 ボーフム

5 1年 国際交流 特聴生 ライプチッヒ

センター

6 1年 人文社会 特研生 ライプチッヒ

学研究科

7 1年 人文社会 特聴生 ライプチッヒ

学研究科

8 1年 人文学部 特陪；生 エアランゲン

9 l年 人文学部 特聴生 ハイデノレベルク

10 半年 工学部 特聴、生 ロイトリングン

11 1年 国際交流 日研生 ハイデノレベルク

センター

本研究では，母国で日本語を専門としている交換留

学生および日本語・日本文化研修生のうち，平成28

年 10月に来日し， 1年の留学を予定している 3名の

留学生を対象とした．

4. 調査結果と分析

4. 1. 本学への留学動機と来日前の準備

Aさんに関しては，かならずしも本学を希望して

いたわけではないという.Aさんの所属するライプ

チッヒ大学では，学部2年が終了した時点で8害1］の

学生が日本の協定大学に留学するという．ライプチ

ツヒ大学には，日本の協定交流大学が 7校あるが，

Aさんは7校中5校固として本学を希望したとのこ

とであった．残り 2校は，経済的な理由で積極的に

留学を希望しなかったとのことであり，A さんにと

って，本学は希望した大学の中では最下位であった

という．それは，本学の地理的条件のほか，過去に

本学に留学していた友人から，本学の日本語のクラ

スが充実していないという情報を得ており，日本語

学習にも力を入れたかったAさんには本学が魅力的

に映らなかったのだという．

しかし，大学院生である A さんは，その分自分

の研究のために時間を費やすことが出来ると考え直

したという．また，受け入れ先になる人文社会学研

ーiQ
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究科で開諒されている授業を調べ，自分の学びたい

ものが学べる環境にあることが確認できたため，最

終的に木学への留学を決意したという．

一方，Bさんと Cさんにとっては，本学が第一志

望であったという．ハイデルベルク大学で日本学と

情報学を専攻している Bさんは，文部科学省の奨学

生である日本語 ・日本文化研修生として来日した．

Bさんの所属するハイデルベノレク大学においても，

同プログラムの奨学金が受けられる留学先としては

6校可能性があったがP 今回Bさんは本学を第一志

望としたとのことであった．その理由は，本学の地

理的な要素が大きかったようである．詳細は 4.1.1.

で述べる．

Bさんは，文部科学省の日本語・日本文化研修プ

ログラムに合格したという知らせを受けたのが

2016年6月であったが，それから 10月までの問に

本学についてインターネットで情報を得たという．

例えば，本学や津市の祭り，風景などを調べたとい

う.Bさんは，前もって三重についての偏ったイメ

ージを作ってしまいたくないと考え，過去の本学へ

の留学生に尋ねたりして準備に力をいれることはあ

まりしなかったという．ただ，来日してみて，本学

の授業に関しては，もう少し事前に調査すべきだ、っ

たと感じているという．それは，ハイデルベルク大

学と三重大学の日本語教材や授業方法が異なってい

るからである．つまり， 三重大学でどのようなカリ

キュラムでどのような教材が使われているのかなど

を事前に調べておけば，より効果的に授業を受ける

ことができたと考えているのだという．

ハイデルベルク大学で民俗学と日本学を専攻して

いる Cさんは，本学で特別聴諦生として本学人文学

部に在籍しているが， Cさんも， Bさん同様に本学

を第一志望としていたとのことである.cさんもま

た， Bさんと閉じく，地理的な要因のほか，数年前

に本学に留学したことのあるハイデノレベルク大学の

親しい友人が強く勧めたことも大きな理由になって

いると述べた．

Cさんは，来日前に寮費や物価などを調べたり，

インターネットで三重や三重大学の写真を検索した

りするなどしたという．その他，上述のBさんとも

情報交換をしたりしたという．

4. 1. 1. 地域 ・経済的な問題

Aさん， Bさん， Cさんの 3名に共通して，本学

を積極的に選んだ理由または選ばなかった理由とし

て，地理的要因が関係していた．つまり，地方都市

であることをマイナス要因と捉える者もプラス要因

と捉える者もいたということである．

Aさんには， 三重県および木学の地理的要因はマ

イナスに働いた.Aさんは，過去に他大学への留学

経験を持つが，そこから東京へ行くパスも多く ，大

変便利だ、ったそうである．しかし，津市からは，現

在 1日1本しか夜行パスが運行されていないため，

不便だと感じているとのことである．大阪，名古屋

は近いものの，その他の都市への移動は不使である

と感じている．ただし，キャンパスのすぐ近くに海

があるので，散歩することができることは気に入っ

ているとのことで‘あった．また，物価が安いことに

ついては，高く評価していた．

Bさんも Aさん同様に，過去に日本におよそ1年

滞在した経験を持つ.Bさんは，留学ではなくワー

キングホリデービザで日本各地に滞在したという 4).

当時，東京のような都会では日本語を使わなくても

生活ができると感じ，今回はできれば日本語に多く

触れられるような環境に留学したいと感じたのだと

いう.Bさんにとっては，津市は田舎すぎず，ある

程度自分の好きなものを手に入れることができるた

め，ちょうど良いと満足しているとのことでLあった．

同様に， Cさんも過去に2度日本に滞在した経験

を持つ2度とも3週間程度の無期滞布であったが，

そのうち一度東京でホームステイを経験した．その

際に，東京は物価が高すぎるため，自分には地方都

市のほうがよいと考えたとのことであった．

4. 1. 2.言語学習について

上述した通り， Aさんは，過去に本学に留学した

経験を持つ友人たちから本学の円本語コースが満足

いかないという情報を得ていたため，本学への留学

が決定した時，日本語クラスについてはあまり期待

していなかったとのことである．ただし，他大学に

留学していた当時，日本語能力試験 N2に合格した

ため，今年は是非その上のレベルで、ある日本語能力

試験Nlに合格したいという目標を設定して来日し

たという 5)_ 日本に留学したのは，当然のことなが

ら，「遊びJではなく日本語力のさらなる向上を目指

しているということであった．

Bさんも， Aさんと同様に，今回の留学中に日本

語力のさらなる向上を目指しているという．前回の

日本滞在時は，日本語を話す必要がない環境にあっ

たため，日本語を真剣に学ばなかったのだという．

そこで，今回は日本語力の向上を目標のーっとして

留学した．また，できれば本学の日本語の授業のみ

n，L
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ならず，地元の人とも触れ合いながら，日本文化や，

Bさんが強し、関心を持つ神道の話題などについて話

せるようになりたいと考えている．

Cさんは，本学で学ぶ日本語に加えて，アイヌ語

にも強い関心を持っているという．ハイデルベルク

大学でアイヌ語の授業を受講していた Cさんは，日

本留学中に北海道を訪れ，アイヌ語やその文化を直

接体験したいと考えているという．

4. 2. 本学における活動

4. 2. 1. 日本語クラス

3名とも，本学園｜際交流センターが実施する日本

語の授業を受講している．同センターでは，平成28

年度現在，J-CATと呼ばれるオンライン日本語テス

トの結果に準じて，基礎 1,2，中級 1, 2および上

級の 5段階に分けられている.Aさんは上級に， B

さんと Cさんは中級2にランクされている．

インタビューから，協定大学における日本語クラ

スと，同センターの日本語クラスには大きな違いが

あることが明らかになった．ライプチッヒ大学にお

いても，ハイデルベノレク大学においても， ドイツ人

教師と日本語教師が日本語授業を分担する． ドイツ

人教師は， 主にドイツ語を使った文法の授業を行う

という．そして例えばノ＼イデルベルク大学の場合に

おいては，日本人教師は，2学期日以降は主に日本

語を用いて，会話や漢字，読解，作文といった全般

的な授業を行うとのことである．以下に，例として

ハイデノレベルク大学の日本語クラス（2学期）の例

を示す6)_ 1コマは90分である．

表 3 ハイデルベルク大学の2学期の日本語科目

日本人教師 ドイツ人教師

授業科目名 ①現代日本語2 教科書の文法

②漢字

使用言語 主に日本語 主にドイツ語

コマ数／週 ① 6コマ 2コマ

② 2コマ

合計8コマ 合計2コマ

表 3は， 2016年度夏学期（4月～9月）のハイデ

ノレベルク大学における 2学期の科目である．これら

の科目は，日本語が主専攻の学生であっても，!li1J専

攻の学生で、あっても，全て必修科目であり，受講が

義務付けられている i).

一方，本学では，本学に在籍するすべてのタイプ

の留学生，すなわち，学部正規生や研究生，修士課

程および博士課程の大学院生，交換留学生といった

あらゆる留学生が受け入れ対象となっている．つま

り，本学で日本語を学ぶ留学生のうち，日本語を専

門としている学生は一部であり，本学で所属する学

部や研究科の専門科目の受講が最優先となる．その

ため，国際交流センターが実施する日本語科目を全

て受講できる学生ばかりがいるとは限らない．

例として，本学における平成 28年度前期の中級

1レベノレの授業科目について以下に記す. 1コマは

90分である．

表 4 三重大学における中級1レベルの日本語科目

日本人教師 ｜ 外国人教師

授業科目名 ｜文法・読解

読解・作文

聴、解

γ
一

週

げ
一

／

万
一

マ

の
一

コ

へ
一語
一
5

話

級

一本
一計

会

中

一
日
一合一週

語
一／

雪
三
数

用
一
マ

使

一
コ

表3と表4を比較すれば明らかなように， ドイツで

の日本語クラスと本学における日本語クラスには大

きな差がある．これは，上にも述べたとおり， ドイ

ツの大学では，主として専門として日本語を学ぶ学

生のためのコースであるために，必修科目として設

定されているが，本学国際交流センターでは，日本

語を専門としない学生にも開かれていることから，

上記のような個別のスキノレを伸ばす授業が独立して

開講されていることが関係すると思われる．

ドイツの大学と本学国際交流センターの日本語ク

ラスの主な違いとしては，以下の点が挙げられよう．

(1) スキノレ別の授業か，総合的に行う授業か．

(2) 共通言語が日本語以外にあるか．

(3) 受講者の専攻が主に日本語であるか．

(4) 1週間の授業時間数

本学交換留学生の来日のタイミングやレベル分け

試験などの事情から，留学生に対する日本語の授業

が本格的に始まったのが 10月10日ごろからであり，

インタビューした時点においては，日本語クラスが

始まってから，まだ 2,3週間しか経っていなかっ

た．それにもかかわらず，授業の形式面と内容面に

おいて，興味深いコメン 卜が得られた．

まず，形式面に関しては， 3名とも母語の異なる
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学習者同士が同じクラスにいることについてはそれ

ほど抵抗がないことが分かつた．また， ドイツ語に

よる授業説明が一切行われないととについても，む

しろその方がょいと考えている人もいた．しかし，

漢字語設などは漢字圏の学習者にはかなわないこと

が多いため，同じレベルにランクされていても苦労

しているとのことで、あった．また，そのことにも関

連しているが，ハイデノレベルク大学では語誌リスト

があり，それを用いて予習をしていたため，本学の

授業においても語設リストがあるとありがたいとの

ことで、あった．特に漢字詰誌は，非漢字国学習者に

とっては，漢字が読めなければ意味を調べるのにと

ても時聞がかかってしまうからである．

また，一部の授業の教育メソッドについてのコメ

ン卜も得られた．例えば，4.3.2.で後述するようなア

ジア系学習者には受け入れられるような教授法であ

っても，ヨーロッパの学習者にとっては受け入れら

れないものがあるという意見もあった．

4. 2. 2. 日本人と学ぶクラス

筆者が担当している授業のうち，Aさんが受講し

ている授業について，興味深いコメン卜が得られた．

この授業は，日本人学生と留学生対象に開講されて

いる綬業であり，同じ教室でディスカッションを通

して学び合うものである 8）.以下に概要を示す．

表5 「留学生と学ぶ日本J授業概要

受講者 日本人学生（主に 1年生） 15名

留学生（上級レベル） 28名

受講者の 日本，中国，韓国，台湾， ドイツ，

出身国 ベトナム，タイ，ウクライナ

授業の概要 あらかじめ順番が決められた座長

と，座長が設定したテーマに関心の

ある学生が4～6人程度で一つのグ

／レープを作り，座長主導のもとディ

スディスカッションをする．

日本人学生も留学生も平等に一人1

回座長を務める．

コマ数／週 1コマ

A さんへのインタビューを行った 10月下旬の時

点では，本格的なデ、イスカッションには入っておら

ず，教師があらかじめ準備したトピックについてデ

イスカッションの練習を行っている段階であった．

具体的には，以下に示すようなトピックについて，

94 

4～6人程度の小さなグノレープに分かれ，それぞれ

15分程度，話し合った．

以下の例ば，とれまでに実際に木学の留学生たち

が体験したことのあるものであり，筆者らが留学生

から複数回耳にしたことのある出来事である．この

ような練習のデ‘イスカッションの時聞を設けること

で，スムーズにディスカッションに移っていけるよ

うにした．以下のトピック 1を参照されたい．

ディスカッションのトピック 1

留学生Aさんの悩み

「私はヨーロッパのB園から来ました．私が“はじめ

まして，私はAです．”と自己紹介したら，会うほと

んどの日本人に“日本語うまいですね 1”と褒められ

ました．とてもショックでした.J 

(1) Aさんは，どうしてショックだ、ったのでしょうか．

(2)Aさんは，どのように接してもらいたかったのでし

ょうか．

(3）たくさんの日本人は，どうして“日本語うまいです

ね！ ”と言ったのでしょうか．その日本人たちは， A

さんに対して悪意があったのでしょうか．

それぞれのグループには，必ず留学生と円本入学

生が含まれるように調整した．また，グノレープはト

ピックごとに変えるようにして，その都度簡単な自

己紹介をするよう指示した.(1）に関して，それぞれ

のグ、ループからは，I自分なら，褒められたら嬉しい

ので，ショックを受けた意味が分からなし、j という

意見や，「自分の日本語に自信がないので， l嘘をつか

れているかもしれないと思ってショックだったので

はないかJ，「ただ，簡単な挨拶をしただけなのに，

そんなに褒められるなんて，馬鹿にされているので

はないかと思ったj など，さまざまな意見が出てき

た．また， （2）については，「普通に接してもらいた

かったのではなし、か」，「そのまま自己紹介を続けて

もらいたかったのではないかL r具体的に何がどう

うまいのかを言って欲しかったのではないかJなど

の意見が出された．そして（3）については，誰もが「悪

意は持っていなかったと思うjと答えた．「ただ，好

意を示したかったのではなし、かL rどう話していい

のか分からなかったのではないかj という意見も見

られた．

また，以下の例についても，上記と同様にグルー

プに分かれて話し合った．
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ディスカッションのトピック 2

留学生Bさんは，コンビニでアノレパイ 卜しています．あ

る日，深夜ノ〈イトをしていると，酔っ払いが来ました．

その人は Bさんの名前を見て留学生だと分かり，『お前

は C国人か.00 （場所の名前）は，日本のものだ．お

前なんか，国～陥れ ！Jと言いました．

(1）あなたがBさんだ‘ったら，どうしますか．どのよう

に考えますか．

(2）あなたがBさんの友達だったら，どうしますか．

トピック 2についても，トピック 1同様，すべて

のグループに留学生と日本人学生が含まれるように

した．

(1）』こついては，「SNSにアップして，ほかの人に

も知らせるJとしづ意見や， f友達に思痴を言う」と

いう意見，f気にしなし、jという意見などさまざまな

意見が見られた．また， （2）については，「Bさんが，

自分と同じ国の人か，見ljの国の人かで慰め方が違うJ

という意見の人や 「どの困の人でも関係なく，友達

であれば同じように慰めるJという意見の人もいた．

これらのディスカッションを通して，日本人学生

にとっては，留学生がどのような思いをしているの

か，どんな場面に遭遇しているのかについて，直接

留学生の口から考えや体験談を聞くことになった．

留学生にとっては， トピック lのような例において，

日本人学生が悪意を持っているわけではないこと，

好意を示そうと思っていることなどを確認した．そ

して，両者が今後どのようにしていくことで，より

お互いの理解が深まるのかについて考えていった．

Aさんは，来日前にドイツ人教師から「日本に行

くと，褒められることがあると思うが，その時は“ま

だまだです．”と答えるようにjという指導を受けて

きたという．しかし，今回来日して上記のように実

際に日本入学生とディスカッションをすることで，

日本人学生たちの生の声と正直な気持ちを聞くこと

ができ，大変良かったと述べている．また， Aさん

は， トピック 1のような場合について，「日本人は

そのままでいてくれればよいが，留学生がどう感じ

るかということを知ってくれるだけでも嬉しい jと

述べた．また トピック 2の例についても，前回の留

学先でドイツ人の代表のように扱われた経験を思い

出し，「自分をドイツ人の代表として見るのではなく，

個人として接してほししリと語った．

4. 2. 3. 授業以外での活動

授業以外の活動については，まず宿舎に関するコ

メントが見られた.3名とも木学の寄宿舎に住んで

いるが， Aさんの宿舎は昭和 63年に建てられたも

ので，本学の留学生用の官宿舎では最も古い.Aさ

んは，衛生面においての不満があるが， 他の学生た

ちと話し合いをしたり，事務室に交渉したりするな

どして乗り越えようとしている.cさんは平成 27

年に新しく建てられたノレームシェアタイプの宿舎に

住んでいる.Aさんは日本人 1名と留学生2名の合

計4名で住んでいるが，日本人学生が親切であるた

め，大変助かっているとのことで、あった．

寄宿舎以外では， Cさんからクラブ活動に関する

コメントも得られた.cさんは，積極的に情報を収

集し，来日後間もないにもかかわらず，既にクラブ

活動に参加している．現在，バ ドミントン部に入部

しているが，バドミントン部で唯一のヨーロッパ人

であるために，注目を浴びることもあるという．し

かし，その状況に対して，悲観的にならずに楽しむ

ことが出来ているようである．

4. 3. ドイツ人留学生が本学に望むこと

4. 3. 1. 本学学生に伝えたいこと

本学からドイツの協定大学に留学しようとする学

生に対して，伝えたいことはないかという質問に対

しては，以下のような回答が得られた．

まず，Aさんからは，ライプチッ ヒ大学には日本

のようにチューターがし、ないものの， JAAL(Japan 

Alumni Association Leipzig，日本ライプチッヒ校

友会）という組織があるため，活用してほしいとの

ことで、あった9）.また， ドイツの円本学専攻の学生

たちは，いつも日本語のタンデムパートナーを探し

ているので，すぐに見つけることができるだろうと

のことで、あった 1o>. JAALのほか，タンデムパー ト

ナーもさまざまなことを手伝ってくれるため，その

ような存在を知っておいてほしいとのことであった．

Bさんからも， Aさん同様にドイツ人の友達の見

つけ方についてのコメントがあった．すなわち， ド

イツ入学生の中にはシャイな学生もいるが，学生た

ちは日本人の学生と友達になりたがっているので，

是非勇気を出して声をかけてほしいということであ

った．また，ハイデノレベノレク大学には「日本語を話

す会」という会が学期に3度聞かれており，そこに

は日本語を話したいドイツ人が集まるので，是非そ

の会にも参加してほしいとのことで、あった．そのほ

か，日本からの小さなお土産が歓迎されるであろう
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こと，お金は多めに持ってきておいたほうが良いで

あろうことを述べた．

4. 3. 2. システム面におけるコメン ト

他大学への留学経験を持つAさんは，当時の経験

を踏まえて，本学にも求めるものがあるという．そ

れは，ぜひ本学においても，ライプチッヒ大学につ

いて紹介するチャンスを作って欲しいということで

あった．

本学からドイツの大学にライプチッヒ大学に留学

する学生は大変少なく，これまでに合計3名しかい

ないl1). その理由について， Aさんは，本学の学生

にライプチッヒの魅力が十分に伝わっていなし、から

だろうと考える．そこで，留学を考えている学生に

対して，ライプチッヒ大学について説明する機会を

作って欲しいということであった．

Bさんと Cさんは，平成 28年4月1日から9月

30日まで行われた，本学とハイデルベルク大学の日

本語担当教員交換事業を高く評価しているとのこと

で‘あった．日本語担当教員交換事業とは，両大学の

日本人日本語教員が半年間交替し，それぞれの大学

で日本語クラスを中心とした全般的な業務に携わる

というものである.Bさんと Cさんは同事業を以下

のように言平イ而している．

まず，学生にとってのメリットとして，「日本語授

業に関するメリッ トj と「留学前に留学先の教員と

知り合える安心感Jという 2点が挙げられた．日本

語授業に関するメリットとしては，教師の交換によ

って，ことなった授業方法や教授法に触れられると

いう点である．またp 日本から来た教師の授業を受

けることは，「生きた円本語」に触れることができる

とも考えている．ハイデノレベルク大学の日本語教師

も日本人であるが， ドイツでの生活も長く， ドイツ

事情に詳しい教員にはない新鮮さがあると考えるよ

うである．

また， Bさんと Cさんは，本学留学前にドイツで

本学の教員を知ることができたのであるが， Cさん

は，留学に際して I三重に行っても， 一人ではないj

という安心感が生まれたという．

次に， Bさんも Cさんも，日本語教師にとっての

メリットも指摘している．それは，教師にとって異

なった教育環境を知ることが，今後の教育に役立て

られると考えるからであるという．本学，そしてハ

イデノレベノレク大学双方の教育 ・学習環境など，身を

以て体験することができるからである．また，それ

は，単なる人材の交換に留まらず，文化の交流にも
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つながり，両大学に大きなメリッ卜となるだろうと

述べた．

現在，二名が本学で受講している日本語クラスで

は，4.2.1.でも述べたとおり母国の授業と異なる点も

多い．母国の教材には，必ず語設リストが付されて

いるが，本学では語葉リストがない授業も少なくな

いという．また，文法用語にしても，本学国際安流

センターでは「テ形J「タ形」などといった日本語教

育で一般的に用いられる用語を使用しているが，ハ

イデノレベノレク大学では f連用形」「終止形jといった

用語を用いるという．このように，些細に見えるひ

とつひとつの違いについても，教師が直接体験し，

学習者の反応を見ることができることが教師にとっ

ての成長につながるだろうと感じているとのことで

あった．

また，日本語教育では一般的に行われている授業

メソッド，すなわち教師の後に学生が続けて発音す

る fリピートj と呼ばれる練習方法について，アジ

アの学生にとっては有効かもしれないが， ヨーロツ

パでは一般的に行われておらず，学生が好んでやり

たがらないとのことで、あった．そのようなことにつ

いても，講師が異なった環境で授業を担当してみる

ことで，実際に学生の反応を感じることができるの

ではなし、かとのことであった．

5. 今後の可能性

5. 1.受け入れ ・派遣前の教育

Aさんは，現在，上級クラスで日本人学生ととも

にディスカッションしているような内容を，是非他

の日本人学生にも知ってもらいたいという．

円本人学生の「内向き志向Jには，海外での生活

や対人関係に対する不安も関係していると言われる

ことから（小島他 2014），このようにして留学生と日

本人学生がデ、イスカッションをするような場は大変

貴重かっ重要で、あると考えられる．今後も，このよ

うな授業を展開し，留学生と日本入学生が一定期間

交流を続けていくことで，留学に対しての不安が軽

減されていくのではなし、かと考える

同様に，渡航前オリエンテーションの実施の可能

性についても考えていきたい．笹田（2015）は， 50年

近く行われているフノレブライト奨学金の渡米前オリ

エンテーションの意義について紹介している．笹田

は，インターネットの普及により，情報収集の難易

度が飛躍的に下がったものの，インターネッ トをは

じめとしてあらゆる情報通信手段が発達した現代で

は，不正確なものも含め逆に雑多な情報があふれで
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いると指摘する．そのような中で，「顔が見える」オ

リエンテーションを実施し，パネリストである留学

体験者を「疑似体験Jするととで信頼性の高いオリ

エンテーションが可能になるという．また，顔が見

える安心感，場を共有することで生まれる「グルー

プ・ダイナミクスJは，「自分はひとりではなしリと

いう安心を生み出すことに寄与すると述べる．これ

は， 4.3.2唱でも述べた Cさんのコメントにも通じる

ものがある.cさんは， ドイツで本学教員との交流

があったことで 「自分はひとりではなしリと感じた

という．このような安心感が与えられるような環境

づくりが，今後より充実した留学システムを構築し

ていくのに重要ではなし、かと考える．

5. 2.今後の課題

本稿では，来日して 1か月以内のドイツ人留学生

3名に，本学への留学動機や準備状況， ドイツと日

本の教育の違い，本学に求めるものなどについてイ

ンタビ、ューしたが，今後は本学の留学を終えた際に，

来日前の目標はどの程度達成できたのか，留学にど

の程度満足しているか，来日前とどのような点が変

化したかについても調査してみたい．

また，本稿では，中国に次いでドイツからの交換

留学牛が多いという事実について触れ，本学からの

派遣に関してはドイツが最も多いという点について

言及したが，ドイツからの留学生が多いこととドイ

ツへの留学が多いことに，どのような因果関係がみ

られるかについては分析を行うことができなかった．

今後は， ドイツに留学する日本人学生にも調査を行

うなどして，受け入れと派遣の関係についてより詳

しく見ていくことで，本学からの派遣に関する課題

も考えていきたい．

注

1）平成28年度の派遣については，平成29年 1月

にも募集があるため本稿のデータには含めないこと

とする．しかし，平成 28年度の交換留学生の受け

入れに関してはすでに終了しているため，本稿のデ

ータに含めた．

2) J・CAT (Japanese Computerized Adaptive Test) 

とは，筑波大学が開発したコンビューターテス トの

ことである 聴解，語黛，文法，読解の4つのセク

ションから成り，出題される問題と問題数は，受験

者の解答の正誤によって変化する．受験時間も受験

者によって変わり， 45～90分程度かかる．このテス

トの点数によって本学国際交流センターのレベル分
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けを行っている．

3）紙幅の都合上，学部生の交換留学生である特別

聴講生を特聴生，大学院生の交換留学生である特別

研究生を特研生，日本語・日本文化研修生を日研生

と省略した．なお，日本語 ・日本文化研修生には大

学推薦（本学の交流協定校）と大使館推薦（本学の

受流協定校ではない）があるが，木和1で、扱う日本語・

日本文化研修生は，大学推薦であるため，その他の

交換留学生と併せて本稿のデータに含めることとし

た．

4）ワーキング ・ホリデー制度とは，二つの国 ・地

域間の取り決めに基づき，それぞれの国 ・地域が，

相手国 ・地域の青少年に対して自国 ・地域の文化や

一般的な生活様式を理解する機会を提供するため，

自国 ・地域において一定期間の休暇を過ごす活動と

その間の滞在費を補うための就労を相互に認める制

度である.1980年にオーストラリアとの間で開始さ

れ，2000年 12月からドイツとの問でも開始された．

5）日本語能力試験とは国際交流基金と日本国際教

育支援協会が主催する日本語テストであり，世界的

に実施されている．レベルはN5からNlまであり，

Nlが最も難易度が高い.Nlでは幅広い場面で使

われる日本語を理解することができるレベル， NZ
では日常的な場面で使われる日本語の理解に加え，

より幅広い場面で使われる日本語をある程度理解す

ることができるレベノレで‘ある．

6) ドイツの大学は 10月に開始する.1学期目は3

10月から 3月までであるが，ハイデルベノレク大学日

本語科目の場合，1学期の試験に合格した者のみ，

翌年4月から 9月まで行われる 2学期を受講するこ

とができる．同様に， 2学期の円本語科目に合格し

た者が，次の3学期の授業を受講できるシステムに

なっている．

7）ただし，他専攻の学生がまれに聴講を希望して

授業に参加することもある．

8）この授業は本学教養教育科目および国際交流セ

ンターの科目として開講されており， 日本人学生も

留学生も受講することができる．

9 ) JAAL(J a pan Alumni Association Leipzig，日

本ライプチッヒ校友会）とは，もともと千葉大学の留

学生にライプチッヒについての情報を提供するため

に設立されたが，現在はライプチッヒ大学の協定大

学である日本の他大学の留学生も利用できる組織で

ある．

10）タンデムとは，ドイツ語で二人乗りの自転車の

ことであり，タンデム学習とは，この自転車に乗る
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ときのように外国語を学ぶ学習者同士がペアとなっ

て互いに学習しあうという外国語学習の方式である．

ドイツでは，ごく一般的な学習方法として定着して

いる．

11）本学からライプチッヒ大学への派遣は，平成24

年に 1名（人文学部）， 平成 25年に 1名（生物資源、学

部）， そして平成27年に 1名（人文学部〉である．
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In this study we concentrated on Germany, the 

country with which our university has the 

closest relationship and we performed 

semi-structured interviews with 3 German 

exchange students, who arrived in Japan in 

October 2016. The interviews revealed their 

reasons for selecting our university and what 

activities they are participating in at our 

university. The interviews revealed that the 

students have specific reasons for coming to 

98 

Japan, and that our university has areas for 

improvement in Japanese teaching and in 

management. Moreover, we also found that 

teacher cooperation and exchanges were 

possible between the teachers in Japan and 

Germany, and that orientation lectures about 

life and studying in Germany are necessary 

when students from our university go to study 

in Germany, as are orientation lectures about 

life and studying in Japan for students who 

come to Japan. 

KEYWORDS: German students, reason for 

studying abroad, orientation about life and 

study abroad, teacher exchange 
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